
京都精華大学における地域連携の取組について

京都精華大学の地域連携方針

京都精華大学は、建学の理念に基づいて、以下の項目において広く
社会と連携し、貢献する活動を行います。
・教育研究等の成果を積極的に社会に還元し、学外に開かれた文化
活動や情報発信を推進します。
・学外の教育研究機関及び企業・団体、地域等と連携・交流を推進し、

教育研究活動等の成果を社会のニーズに結び付けて、地域社会や
国際社会の発展と課題解決に貢献します。

・多様な個人や文化の違いを互いに尊重し共生する社会の実現を目
指して、学生及び教職員が、地域交流・国際交流活動に主体的・積
極的に参加することを推進します。

京都精華大学

大学の研究内容 地域課題解決に向けた活用例

デジタル技術の活用

（ソフトウェア（クリエイ
ティブツール））

■ 活用分野

■ 活用例

防災・防犯、移住・定住、観光、
フロントヤードDX

■ 主な研究内容

■ 学部・大学院・研究所

• 防犯・防災に関する啓発・実用マンガの制作
• 古家リノベーションによる移住・定住の促進
• 観光資源を活かした観光商品の開発、ご当地
キャラクターの制作

• フロントヤード改革におけるWebデザイン・広報

• グラフィックデザイン
• 建築
• イラスト
• プロダクトデザイン
• ストーリーマンガ
• キャラクターデザイン

デザイン学部・デザイン研究科
マンガ学部・マンガ研究科



地域との連携形態について

地域との連携形態

京都精華大学の連携形態の特徴は、デザインやマンガなど学部教育の内容を反映した連携事業が多いことで、例えば、作品展示に
よるイベント協力、デザインや販促の提案、キャラクターの制作、新しいサービスの開発などクリエイティブの力で連携を推進しています。
地域や企業との連携の窓口は、学長室グループが担当します。ご相談やご質問は、学長室グループまで気軽にご連絡ください。研究者
や各センターとのマッチング、見積り、契約などを行います。なお、下記URLにて、過去の連携事例や申込み方法を掲載しています。
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参考URL： https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/society/index.html

連絡先
京都精華大学 学長室グループ
TEL：075-702-5263
Mail：crelab@kyoto-seika.ac.jp




